
第３回三条市教育制度等検討委員会会議次第 
 

と き：平成１９年３月３０日（金） 
午後 1 時 30 分～4 時 

ところ：三条市役所栄庁舎 3 階大議室 
１ 開  会 
 
２ 開会のあいさつ 
 
３ 協 議 
（１）前回会議録の確認 
（２）前回要望資料等について 

・ ２学期制の動向について （資料№１） 
・ 三条市の学校への人的支援について （資料№２） 
・ 三条市の特色ある教育活動 （資料№３） 
・ 「創造的な知性を培う」科学教育に重点を置いた連携教育課程の編成

（幼・小・中附属長岡校園） （資料№４） 
・ 小・中連携による「中１ギャップ解消」の取組の成果等(大崎中・大崎小) 

 （資料№５） 
・ 小規模特認校制度の事例調べ （資料№６） 
・ 学校別学区外就学者数調べ              （資料№６-１） 

（３）学校の適正規模や施設整備・統廃合に関すること （資料№７、№８） 
（４）その他 
 
４ 閉 会 
 
（配布資料） 
資料№１  ２学期制の動向について 
資料№２  三条市の学校への人的支援について 
資料№３  三条市の特色ある教育活動 
資料№４  「創造的な知性を培う」科学教育に重点を置いた連携教育課程の

編成（幼・小・中附属長岡校園） 
資料№５  小・中連携による「中１ギャップ解消」の取組の成果等(大崎中・

大崎小) 
資料№６  小規模特認校制度の事例調べ 
資料№６-１学校別学区外就学者数調べ              
資料№７  明日をになう子どもたちのために 
資料№８  品川区の小中一貫教育 





























三条市の学校への人的支援について
１　学校教育補助員
（１）配置基準

（２）配置人数　　　
　　　　平成１８年度実績　中学校９か校に１１人　小学校１か校に１人　計１２人
（３）職務内容 学校教育補助員勤務要領より

（４）仕事の具体例

２　特別支援学級指導員
（１）配置基準

（２）配置人数
　　　平成１８年度実績　小学校２３人　中学校３人　計２６人（平成１９年度は小学校に３名増）
（３）職務内容　 特別支援学級指導員勤務要領より

（４）仕事の具体例

３　スクールアシスタント
（１）配置基準

（２）配置人数
　　　平成１８年度実績　小学校５６人　中学校２１人　計７７人
（３）職務内容

（４）仕事の具体例

原則として、中学校、大規模小学校に配置

学校教育補助員は、教育委員会学校教育課に所属し、配置された学校の校長の監督
を受け、次に掲げる職務を行う。
①　学習指導におけるＴ・Ｔ指導等の指導補助の業務
②　生徒指導における指導補助の業務
③　教室外登校の児童生徒に対する適応指導補助の業務
④　その他、校長が必要と認める指導補助の業務

①　数学・英語等のＴ・Ｔ指導
②　「心の教室」（生徒の悩みの相談室）の指導補助
③　校内適応指導教室での学習指導
④　コンピュータ指導の補助
⑤　給食指導の補助等

特別支援学級が設置されている学校で、児童・生徒の障がいの状態に応じて配置

特別支援学級指導員は、教育委員会学校教育課に所属し、配置された学校において
校長の監督を受け、次に掲げる職務を行う。
①特別支援学級児童生徒の介助に関すること
②その他校長が必要と認めること

①　児童生徒の学習補助
②　教材作成補助および、特別支援学級の環境整備補助
③　排便等の補助
④　給食時の摂食補助
⑤　その他、児童生徒の学校生活全般における活動の補助

学校・家庭・地域との連携を図り小中学校における教育活動を補助するため
に、各学校へ２～３人を基本に配置

当該校の校長が学校の解決すべき課題を明確にし、その解決に向けて必要な内容を
校長が決めて、その職務を行う。

①　教育活動のアシスタント
　・図書館関係（整頓、読み聞かせ等）、保健衛生関係、学習支援や教材準備等、
　不登校児童生徒への対応
②　児童生徒の心のアシスタント
　・心の教室相談員と同様の役割
③　その他校長が必要とするアシスタント業務



三条市の特色ある教育活動 

 
事業名 刃物（ものづくり）教育推進事業 

 
【事業概要】 

和釘づくりや包丁研ぎなどを小中学校の児童が体験できるよう授業に取り入れ、刃物や木工用

に対する安全な活用方法やものづくりについて興味関心を持たせる。 具 
〔 平成１８年度刃物ものづくり教室の状況〕 
○シルバー人材センターが学校に出向いて指導   ７２教室の実施（小、中学校） 
 ・竹とんぼづくり               ２５教室の実施（１５小学校） 
 ・鉛筆削り、小刀の使い方            ５教室の実施（１小学校） 
 ・箸づくり                   ３教室の実施（２小学校） 
 ・包丁研ぎ                  ３１教室の実施（９中学校） 
 ・大工                     ８教室の実施（５小学校） 
○鍛冶道場を利用しての刃物づくり教室 
 ・和釘づくり                  ７教室の実施（４小学校） 
○建築組合による木工用工具学習         ３０教室の実施（９中学校） 
○鍛冶道場での木工用工具学習          １２教室の実施（６中学校） 

 
 
○自校での木工用工具学習            １８教室の実施（３中学校） 

事業名 科学教育推進事業 
 
【事業概要】 
  児童生徒の理科離れに歯止めをかけるため、科学教育推進協議会を設置、「平成１８年度科学

教育推進事業実施計画」に掲げる目的達成に向け、民間企業・学校教職員・市民の方々の協力

を得て具体的な事業を実施する。 
 
〔目 的〕 
○ 科学への興味・関心を掘り起こし、科学に対する好奇心と探究心を高め、問題解決能力と 
創造性をはぐくむ。 

○ 独創性豊かな学習力・学習意欲の向上を図る。 
○ ものづくりや科学技術の利活用を知り、将来地場産業活性化に貢献する子どもをはぐくむ。 

 
 〔具体的な事業〕 

（１）科学ゼミナール ： 著名講師による講演会（会場：体育文化センター 参加者：146 名） 
（２）子ども科学教室 ： 理科学習４領域で自然の美しさ、自然事象に直接触れる体験活動と 

も
 
のづくりを重視する。 

・「物理教室」（会場：三条高等学校物理実験室 参加者：２日間 延 62 名） 
   ・「科学教室」（会場：三条高等学校化学実験室 参加者：２日間 延 64 名） 

     ・「生物教室」（会場：大崎山公園など周辺   参加者：２日間 延 19 名） 
     ・「地学教室」（会場：旧西山町露頭      参加者：20 名） 

 
（３）科学フェスティバル ： 自然の美しさ、技術のすばらしさ、自然のしくみの秘密を知り、 

ものづくりの達成感を体得させ、科学の魅力に触れる。 
             （会場：体育文化センター 参加者：402 名） 

 
（４）科学研究発表交歓会 ： 児童生徒による科学研究発表会 

（会場：中央公民館 参加者：102 名） 
  ＊平成１９年度より「発明工夫・固形工作教室」を新設 
 
 



 
 
 

事業名 学力向上推進事業 
 
【事業概要】  

三条市の児童生徒の学力向上のためにプロジェクトチームを組織し、具体的な施策を推進して

力の向上に資する。 学 
○教職員対象の各種研修会の開催  
 １ 学力向上研修会の開催（全教職員）  
２ 新人教職員研修とその関連事業（基礎研修コース：２４名受講） 
〔趣旨〕念書中の教員に対して、授業作りを中心とした研修を行うことで指導力を高める。 

  （1）新人研修 
  （2）授業づくり入門学習会 
   （3）授業づくり実践記録公募 

  ３ 中堅教職員研修とその関連事業（発展研修コース：２２名受講） 
   〔趣旨〕教職経験 6 年が経過した教員に対して、教育研究論文の作成を中心とした研修を 
      行うことで、指導力の一層の向上を図る。 

（1）中堅研修 
  （2）教育研究論文作成学習会 
   （3）教育研究論文公募 

    ４ 各小中学校教科部会公開授業の実施（各中学校単位で３～4 回実施） 

  ５ 三条学講座の開催（教員対象：１０７名受講） 
〔趣旨〕三条市の歴史、自然、金物の仕事などを学び、学習指導に生かす。 

    〔講座の内容〕 
  （1）歴史講座１  ・郷土の偉人「諸橋轍次」  会場：諸橋轍次記念館 

   （2）自然講座   ・旧三条地域の自然環境～「自然環境調査報告書」を中心に～ 
                           会場：三条市農村環境改善センター 
   （3）包丁研ぎ実技講座             会場：鍛冶道場 
   （4）和釘づくり実践講座            会場：鍛冶道場 
   （5）歴史講座２  ・「旧栄町の古城について」～大面城を中心に～ 
                           会場：三条市役所栄庁舎大会議室 
   （6）金物の話講座 ・三条刃物について（講義と実演） 
                           会場：鍛冶道場 
   （7）包丁づくり実技講座（烏賊裂き包丁づくり） 会場：鍛冶道場  
  ○ 学力検査の実施（小学校４～6 年生、中学生の学力実態の把握） 

 ○ 心と学びの教育フォーラムの開催（各中学校単位で９回開催）  
 

 















資料Ｎｏ．６

小規模特認校制度の事例調べ

市町村名 長岡市 柏崎市 札幌市 札幌市

実施年度 平成１２年度から 平成１３年度から 昭和５２年度から 昭和６０年度から

学校名 太田小・中学校 上米山小学校 盤渓（ばんけい）小学校 福移小・中学校

趣　旨 　小・中併設校である当校
は、小･中が連携し、小規
模校の利点を生かして９年
間の中での児童生徒の育
成を目指している。
　この特色ある教育を希望
し、教育活動に積極的に参
加できる児童生徒に、学区
外からの就学を認める。

　当校は、恵まれた自然環
境のなかで、少人数、小規
模校の利点を生かした教育
活動が行われ、人間的な触
れ合いをとおして学習する
ことができる。
　この特色を生かした魅力
ある教育を希望する児童
に、学区外からの通学を認
める。

　本市の周辺部に位置し、
自然環境に恵まれた小規模
の学校で、心身の健康増進
を図り、体力づくりを目指す
とともに、自然にふれる中
で、豊かな人間性を培いた
いという保護者の希望のあ
る場合に、一定の条件を付
し、これを認める。

趣旨は盤渓小学校に同じ。
本校は小中学校が同一の校
舎･施設を使用し、小学生と中
学生が「同じ屋根の下」で生活
している。
福移小学校から福移中学校へ
の進学は例年７割程度。

背景、入
学条件等

過疎化に伴う児童数の減
少、長年にわたる小･中併
設校であるという下地。
【入学の条件】
・保護者の申請
・市内在住。
・一年以上通学。
・通学は保護者送迎か、路
線バス利用。（保護者負
担）
・保護者の協力　学校の指
導体制に協力必要。

過疎化の進展により児童数
の減少。
【入学の条件】
・保護者の申請
・市内在住。
・一年以上通学。
・通学は路線バス利用。登
校は第三中学校スクールバ
ス利用可。
・保護者の協力　学校の指
導体制に協力必要。

昭和40年代後半から市の周辺部において過疎化が進み複
式での授業も困難となり、廃校も危惧された。
【入学の条件】
・保護者の申請　教委へ申請、学校長意見を求める。
・通学上の条件　小学生低学年は約40分以内、高学年
　　約60分以内、中学生は通学可能な範囲、原則として
　　送迎禁止。
・保護者の協力　学校の指導体制に協力必要。
・短期入学等の禁止　通年通学に限る。親元を離れ単独
　　での転入禁止。
・心身の条件　身体的に耐えられること。特別支援児童
　　生徒は原則認めない。

教育の特
色

平成１８
年度受入
状況

学区内就学    8人　（33％） 学区内就学　10人　（77％） 学区内就学　　5人　（　4％） 学区内就学    　9人 　（ 6％）

学区外就学　16人　（67％） 学区外就学　　3人　（23％） 学区外就学　109人　（96％） 学区外就学   146人　（94％）

全校児童生徒数24人（100％） 全校児童数　13人（100％） 全校児童数　114人（100％） 全校児童生徒数  155人（100％）

公共交通
機関等

ＪＲ長岡駅からバス13キロ ＪＲ青海川駅からバス4キロ
札幌市中央区
地下鉄円山公園駅からバス
で15分

札幌市東区
ＪＲ学園都市線あいの里教育
大駅からバスで10分

（資料：実施教育委員会からの資料による。）

①一人ひとりに基礎･基本
の確かな定着、学力のいっ
そうの向上を目指す。例：
放課後や長期休業中の個
人指導教室
②小･中一体となった教育
活動に取り組み、子ども同
士の触れ合いを深め、豊
かな心の育成に努める。
例：中学校教師による小学
校での指導、小･中連携英
語活動、小・中合同運動会
など
③太田の豊かな自然を体
験。例：小･中９年間を見通
した太田学（総合的な学習
時間等を活用）、自然観
察・体験活動、紙すきなど

①一人ひとりの学力を高め
るため、パソコンを活用した
楽しい学習を進める。例：コ
ンピュータ活用授業、英会
話・歌・など
②人間的な触れ合いの中
で、豊かな心をさらに高め
る。地域の人たちと活動。
例：他校との交流会、特色
ある一輪車教育、ヨット・
キャンプ･登山・スキー体験
活動など
③一人ひとりの子どもの力
を伸ばす。目の行き届く指
導を行い、基礎学力の向上
に努めている。複式学級の
よさを生かし、学習の仕方
を身につける。

豊かな自然環境、歴史ある
盤渓地域の人々とのかか
わりを大切にしながら、探
求・交流・表現に取り組む。
問題解決の力を育んでいく
学習活動である「ばんけい
タイム」を各学年で設定。
①自然とのかかわり
学校前の川や裏山へ出か
けて川魚や樹木の観察、教
材園での作物栽培など。
②活動へのかかわり
夏のクロスカントリー走、秋
の山登り、冬は目の前の大
規模スキー場でスキー授業
③人とのかかわり
たてわりのグループ。宿泊
学習、夏と冬に実施。

学校農園の小中学生による
共同作業をはじめ、入学式、
運動会、学校祭、卒業式の共
同実施など、他校に見られな
い教育活動を実施。様々な場
面で小中一貫した教育方針
の下での教育を進めている。
中学校の先生による英語の
学習指導を行う。
①ふれあい広場
ポニーなど飼育。学校農園は
小中学生のたてわり活動活
用。
②天文台を使って天体観測
会を開催。
③小中合同で触れ合い活
動。小中たてわりのＰＴＡ活
動。



資料Ｎｏ．６－１

学校別学区外就学者数の調べ

平成18年5月1日現在

学 校 名
全校児童

生徒数(人)
学区外

就学者数(人)
学区外就学者
の割合（％）

区域外
就学者数
（人）

三 条 小 186 39 21.0

一ノ木戸小 766 56 7.3 2

四 日 町 小 338 16 4.7 1

裏 館 小 341 30 8.8

上 林 小 196 7 3.6

井 栗 小 382 20 5.2

旭 小 65 1 1.5

西 鱈 田 小 264 2 0.8

月 岡 小 350 9 2.6

大 崎 小 836 7 0.8 2

保 内 小 199 4 2.0

大 島 小 93 2 2.2 1

須 頃 小 119 1 0.8 2

条 南 小 344 8 2.3 1

南 小 388 26 6.7 2

栄 中 央 小 318 1 0.3

栄 北 小 138 3 2.2

大 面 小 235 4 1.7

長 沢 小 169 6 3.6

笹 岡 小 60 3 5.0

大 浦 小 66 1 1.5

森 町 小 96 3 3.1

荒 沢 小 61 1 1.6

飯 田 小 140 2 1.4

小 計 6,150 252 4.1 11

第 一 中 628 13 2.1 2

第 二 中 360 16 4.4 1

第 三 中 347 15 4.3 2

第 四 中 302 6 2.0

本 成 寺 中 310 4 1.3

大 崎 中 391 7 1.8 1

大 島 中 127 1 0.8 1

栄 中 373 0 0.0

下 田 中 331 1 0.3 1

小 計 3,169 63 2.0 8

合 計 9,319 315 3.4 19 
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